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第 2 、 3 章では、オースティンの地域振興の歴史が概観された。 1980年代初期までのオースティ
ンでは、大学発ベンチャーで軍需企業でもあるトラコア社とそこからのスピンオフが主要企業であっ
た。しかし商工会議所の熱心な企業誘致によって IBM、 TI などの大企業の誘致も進展したが、当
初そのほとんどは生産工場であり、しかも企業聞の交流はなかった。その後、 1983年の MCC と





具体的にはテキサス大学オースティン校 IC 2 を中心に、インキュベーターである ATI、資金調達











人材育成や集積といった点から大きな役割を果たしており、とりわけ IBM の AIX プロジェクト
は多数のスピンオフを生み出し、オースティンのソフトウエア産業の離陸を確実なものにしたチボ
リ・システムズの母体となった。
第 5 章では、 1989年に IBM からスピンオフしたチボリ・システムズに焦点をあて、そこから生
み出されてきたスピンオフの連鎖を、経営者のキャリア・ヒストリー分析を通じて明らかにした。
チボリ・システムズは IBM の AIX プロジェクトに携わっていた 4 人の IBM 従業員によって設立
され、カリフォルニアとテキサスの VC の支援を受けた。チボリは短期間で著しい成長をみせ1995
年には IPO を果たし、チボリの成功は若い創造的なソフトウエア・エンジニアや VC をオースティ
ンに引き付けた。しかし 1996年にチボリは IBM に買収されたのを機に、チボリの設立期の社員の
ほとんどがチボリを辞め、そのうちの何人かはスピンオフをした。チボリからのスピンオフの多く








































わることに対する価値観の衝突」がその原因であった。しかしその後、 A&M 大学では INVENT
の元従業員がリーダーシップをとり技術移転機関 (TLO) を設立し、それを全米を代表する技術































する。その結果、オースティンにおけるクラスター形成の歴史を 4 つの時期に分ける。第 1 期は、
IBM や TI のようなハイテク大企業を誘致した「誘致モデル」の時期C1960~1982) である。第 2
期は、地域の様々なアクターの協力によって新しい科学技術の商業化に積極的に取り組んだ「テク
ノポリス・モデル」の時期 (1983~ 1989) である。第 3 期は、起業促進のための様々な仕組みが形
成されシリアル・アントレプレナーたちによるスピンオフ連鎖などが起こる「アントレプレナー・
モデル」の時期C1990~2001)である。第 4 期は、不況の中で大学の産学連携に対する価値観と取
り組みが活発化し大学発ベンチャーが急増する「トリプルヘリックス・モデル」の時期 (2001~) 
である。以上の考察から、ハイテク産業クラスターの形成のロジックとして①成長イデオロギーが
共有され浸透、②分散された分野からの絶えざるイニシアティブの出現と存在、および③ネットワー
クの開放性と寛容性が導き出される。
ノ、イテク産業クラスターの形成過程について複数主体聞の行為連鎖と知識継承に着目して多面的
に考察を行ったこと、およびシリアル・アントレプレナーたちの個人経歴を丹念に追跡することに
よって彼らを中心としたネットワークが起業家の実践共同体として機能し知識継承とスピンオフ連
鎖を生み出したことを具体的に立証したことは、本研究の大きい貢献として評価に値する。
以上のことから、本論文は博士(経営学)論文として「合格」と判定する。
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